
 　平成２３年５月

近畿運輸局海事振興部
Ⅰ．造 船 業

　１．造 船 業 の 概 要

　本資料では近畿運輸局管内（大阪府、京都府、奈良県、滋賀県、和歌山県）の実績を示している。
　　（兵庫県については神戸運輸監理部が管轄）

　管内の造船事業者は、平成２３年４月１日現在で５８社６１工場です。（大半が修繕業を主とし
た小型造船所）
  平成２２年の総売上高（建造及び修繕の合計）は３５８億円で、修繕の売上げが落ち込んだも
のの、建造の売上げが伸びたため結果的に前年比で１１１．５％となり、前年の売上げを上回
る実績となりました。
　なお、建造及び修繕の各々の売上高の前年比は、建造で１３４．０％、修繕で８９．５％となり
ました。

※２０トン未満及び長さ１５ｍ未満の船舶の実績についても計上
※総トン数を有しない船舶（艦艇等）の実績についても計上

近畿地区の造船業・舶用工業の現況

 平成２２年

   図Ⅰ- １　　総 売 上 高 の 推 移
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 2． 建 造 実 績

　

※ＦＲＰの数字については木船も含む

３．修 繕 実 績

　

　
（億円）

※ＦＲＰの数字については木船も含む

図Ⅰ- ３　修繕隻数及び売上高の推移

　平成２２年の修繕実績は、２１４３隻、１４５億円で、前年と比べると、隻数で  １００．６％と増加
し、売上高で８９．５％と減少しました。
　内訳としてはFRPは１１１９隻、１０億円（前年比１０６．５％、１１１．１％）で、鋼船は１０２４隻、１
３５億円（前年比９４．８％、８８．２％）でした。

　平成２２年の建造実績は、３３７隻、２１３億円で、前年と比べると隻数で９１．６％、売上
高で１３４．０％と、隻数は減少したが売上高は増加しました。

　鋼船の内訳は、大型※貨物船が５隻で、その他１１隻でした。
　ＦＲＰの内訳は、漁船が１隻で、それ以外の３２０隻すべてが救命艇によるものでした。

　　　※総トン数２，５００トン又は長さ９０ｍ以上の船舶

図Ⅰ- ２　建造隻数及び売上高の推移
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Ⅱ．舶 用 工 業

１．舶 用 工 業 の 概 要

２．生 産 実 績

　　  図Ⅱ- １　生 産 高 の 推 移

　 管内の舶用工業事業者は、平成２３年４月１日現在で１４３社１４５工場です。

生産高が減少したため結果的に対前年比で９２．９％となり、前年を下回る実績となりました。

　 平成２２年の総生産高（生産及び修繕の合計）は１，０００億円で、修繕高は前年と同額であったが、

　品目別で見ると、舶用内燃機関が２９６億円と最も多く、次いで、ぎ装品が２０９億円、部分品・附属品が
２００億円、舶用補助機械が１０８億円となっており、これら４品目で全体の約８５％を占めています。

　平成２２年の生産高は９５６億円（前年比９２．７％）で、前年に比べ部分品・附属品、軸系及びプロペラ
が増加したものの、舶用内燃機関、ぎ装品、航海用機器、舶用補助機械、舶用ボイラ及び係船・荷役機
械が減少しました。
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３．修 繕 実 績

図 Ⅱ - ２ 品 目 別 生 産 高 及 び 構 成 比

図 Ⅱ - ３ 品 目 別 修 繕 高 及 び 構 成 比

　品目別で見ると、舶用内燃機関が２２．３億円、舶用補助機械が１８．９億円となっており、

この２品目で修繕高の９４％を占めています。

　平成２２年の修繕高は４４億円で、対前年比と同額でした。
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